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このドキュメントでは次の表記規則を使用します。
規則 | 意味 |
---|---|
太字 | 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。 |
斜体 | イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。 |
| 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。 |
この章では、WLECアプリケーションをOracle WebLogic Tuxedo Connectorに移行するための要件と手順について説明します。
この章では、次の節について説明します。
このドキュメントでは、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorアプリケーション開発環境について紹介します。このマニュアルでは、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorアプリケーション開発環境について紹介するとともに、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用してOracle WebLogic ServerとOracle Tuxedoの間で相互運用するためにWLECアプリケーションを移行する方法について説明します。
このドキュメントの構成は次のとおりです。
WLECは、WebLogic Server 8.1で非推奨になっているサービスです。WLECのユーザーは、WLECを使用するアプリケーションをOracle WebLogic Tuxedo Connectorへ移行することを検討する必要があります。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用すると、WebLogic ServerアプリケーションとTuxedoサービスの双方向の相互運用が実現されます。コネクタでは、WebLogic ServerクライアントがTuxedoサービスを呼び出し、Tuxedoクライアントがサービス・リクエストに応じてWebLogic Server Enterprise JavaBeans (EJB)を呼び出すことができます。
WLECからOracle WebLogic Tuxedo Connectorへの移行には、アプリケーションの修正が若干必要です。
WLECアプリケーションからOracle WebLogic Tuxedo Connectorへの移行を始める前に、以下のアプリケーションがインストールされていることを確認します。
必要に応じて、TuxedoアプリケーションをTuxedo 8.1以降に移行します。
必要に応じて、インストールされているWebLogic ServerをWebLogic Server 9.2に移行します。詳細は、『Oracle WebLogic Server Application Adapterアップグレード・ガイド』を参照してください。
表1-1では、Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorとWLECでサポートされる機能を比較します。
表1-2では、管理、構成およびプログラミングに関するOracle WebLogic Tuxedo ConnectorとWLECの主な相違点を示します。
表1-2 WLECとOracle WebLogic Tuxedo Connectorの主な相違点
説明 | Oracle WebLogic Tuxedo Connector | WLEC |
---|---|---|
接続性 | Tuxedo /T Domainゲートウェイを使用します。ゲートウェイは、すべてのメソッド呼出しについて、WebLogic ServerインスタンスとTuxedoドメイン間の単一のネットワーク・リンクを作成します。 | 接続のプールを使用し、このプールから取得した接続を介して、各呼出しが送信されます。 |
フェイルオーバーの管理 | Tuxedoドメインを使用します。 | フェイルオーバー・リストを使用します。 |
オブジェクトのルーティング | WebLogic ServerアプリケーションからのCORBA呼出しは、TGIOP/TDOMAINSプロトコルを使用してTuxedo CORBA環境へ伝播されます。 | WebLogic ServerアプリケーションからのCORBA呼出しは、CORBA APIを使用し、IIOP接続プールを介して伝播されます。 |
この章では、Oracle WebLogic Tuxedo Connector用にWLECアプリケーションを変換するために必要な手順について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
Tuxedoユーザーは、以下の項で説明されるように環境の変更を行う必要があります。
新しいdmconfig
ファイルを作成して、TuxedoアプリケーションとWebLogic Serverアプリケーションの間の接続を提供する必要があります。
アプリケーションはTuxedo/T Domainゲートウェイを使用するので、UBBCONFIG
ファイルを変更する必要があります。これを行うには、このファイルの*SERVERS
セクションにTuxedoドメイン・サーバーを追加します。
例:
Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorではISLは使用されません。ISLを必要とするその他のアプリケーションがない場合は、UBBCONFIG
ファイルの*SERVERS
セクションからISL
を削除できます。または、次の例に示すように、ISLをコメント・アウトすることができます。
以下の項では、WebLogic Server環境を変更する方法について説明します。
注意: Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの構成方法の詳細は、『Oracle WebLogic Server Tuxedo Connector管理ガイド』の「アプリケーション用のOracle WebLogic Tuxedo Connectorの構成」を参照してください。 |
この項では、WebLogic Server管理コンソールを使用して、移行されたWLECアプリケーション用にWTCサービスを作成する基本的な方法について説明します。WTCサービスは、WebLogic ServerがTuxedoアプリケーションへの接続の作成に使用する構成情報を表します。移行されたWLECアプリケーション用のWTCサービスは通常、ローカルTuxedoアクセス・ポイント、リモートTuxedoアクセス・ポイント、およびインポートされたサービスで構成されます。
次の項で説明された手順に従って、アプリケーションを管理するための構成を作成します。
WebLogic Server管理コンソールを使用して、WTCサービスを作成および構成するには:
mySimpapp
。 新しいWTCサービスがWTCサーバーのリストに表示されます。
注意: ローカル・アクセス・ポイントのネットワーク・アドレスを構成する場合、使用するポート番号は、他のプロセスに割り当てられたポート番号とは異なる必要があります。たとえば、WebLogic Serverのリスニング・ポートが |
ローカルTuxedoアクセス・ポイントを構成するには:
mySimpapp
などのWTCサービス名をクリックして、設定ページにアクセスします。 DMCONFIG
ファイルの*DM_REMOTE_DOMAINS
セクションにある、対応するDOMAINID
に一致する必要があります。 //123.123.123.123:5678
。 リモートTuxedoアクセス・ポイントを構成するには:
mySimpapp
などのWTCサービス名をクリックします。 DMCONFIG
ファイルの*DM_LOCAL_DOMAINS
セクションにある、対応するDOMAINID
に一致する必要があります。 //123.123.123.123:1234
。 インポートされたサービスを構成するには:
mySimpapp
などのWTCサービス名をクリックします。 //
domain_id
を入力します。domain_id
は、Tuxedo UBBCONFIG
ファイルで指定されたDOMAINID
です。このCORBAドメインの一意の識別子の最大長は、//
を含めて15文字です。たとえば、//simpappff
。 Oracle WebLogic Tuxedo Connectorでは、ドメイン・ゲートウェイを使用してWebLogicアプリケーションとTuxedoアプリケーションが接続されます。IIOP接続プールは使用されないので、記述子をejb-jar.xml
ファイルから削除できます。以下は、wlec/ejb/simpapp
サンプルからのコード・スニペットです。
例2-1 wlec/ejb/simpappサンプルのIIOP接続プール記述子
以下の項では、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用してWebLogic ServerオブジェクトとTuxedo CORBAオブジェクトを相互運用するために、WLECアプリケーションを変更する方法について説明します。
以下の手順に従って、EJBを変更し、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用してTuxedoにデプロイされているCORBAオブジェクトを呼び出します。
WLECはweblogic.jndi.WLInitialContextFactory
を使用して、Tobj_Bootstrap
オブジェクトによって使用されるコンテキストを返します。
WLECコンテキストの参照を置き換えて、BeanのWTC ORBを初期化します。例:
各WLEC接続プールには、Tuxedoドメインへのアクセスに使用されるTobj_Bootstrap
FactoryFinderオブジェクトがあります。例:
Tobj_Bootstrap
FactoryFinderオブジェクトへの参照を削除します。次のメソッドで、ORBを使用してFactoryFinderオブジェクトを取得します。
注意: JTAトランザクションの実装方法の詳細は、『Oracle WebLogic Server JTAのプログラミング』を参照してください。 |
この項では、トランザクションを使用するWLECアプリケーションの変更方法について説明します。
次の表に、セキュリティ事項のWLECとWTCの間のマッピング・ガイドラインと、そのTuxedoとの関係を示します。
表2-1 WLECからWTCへ移行するセキュリティのマッピング・ガイドライン
WLECのセキュリティ事項 | WTC/WLSでのマッピング | Tuxedo |
---|---|---|
ユーザー名 | 「WTCサーバー」ページにアクセスし、「ローカルAP」タブをクリックします。「アクセス・ポイントID」フィールドのユーザー名を使用します。 |
|
ユーザー・パスワード | パスワードのペア(相互認証を形成するには、1つのパスワードではなく、ローカル・アクセス・ポイント用のパスワードと、リモート・アクセス・ポイント用のパスワードを定義する必要があります)。
|
|
ロール | サポートされていません。 WTCでは、なりすましユーザーが信され、Tuxedoで定義されている、なりすまされたユーザーのロールが使用されます。 | 非適用 |
アプリケーション・パスワード | 「WTCリソース」ページのパスワード。 | 特別な構成は不要。 |
最小暗号化レベル |
|
|
最大暗号化レベル |
|
|
証明書認証 | サポートされていません。 | 非適用 |
セキュリティ・コンテキストの伝播 |
|
|
以下の考慮事項に留意していただくと、現在お使いのWLECセキュリティをWTCおよびTuxedoセキュリティにマップする方法が理解しやすくなります。
DOMAINID
を使用して構成する必要があります。(このDOMAINID
はDMCONFIG
ファイルのDM_LOCAL_DOMAINS
セクションのエントリのいずれかでなければなりません。) credential-policy
を構成しないでください。デフォルトでは、credential-policy
は、伝播しないことを意味する"LOCAL"
に設定されています。また、TuxedoのACL_POLICY
を構成しないでください。デフォルトでは、ACL_POLICY
は、受信したリモート・セキュリティ・コンテキストを受け付けないことを意味する"LOCAL"
に設定されています。この場合、Tuxedoのセキュリティ・レベルがUSER_AUTH
より高いときは、DMCONFIG
ファイルのDM_REMOTE_DOMAINS
セクションで構成されているWTC用のDOMAINID
が使用されます。 DMCONFIG
ファイルにあるDM_LOCAL_DOMAINS
セクションのいずれかのエントリで'SECURITY="DM_PW"'
を構成する必要があります。この場合、WTCとTDomainゲートウェイの両方に対してパスワードを構成する必要があり、アプリケーション・パスワードは不要です。 この章では、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用するようにWLECアプリケーションを変換する方法について説明します。この例では、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用して動作するようにWebLogic Server 6.1のexamples\wlec\ejb\simpapp
サンプルを変換する手順について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
先に進む前に、「前提条件」を確認してください。
以下の項では、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorで使用するためにTuxedo構成ファイルを変更する方法について説明します。
Tuxedo環境を確認してWLEC simpapp
アプリケーションの実行を準備するには、Tuxedo CORBA simpapp
サンプルを実行する必要があります。
次の手順に従って、$TUXDIR/samples/corba/simpapp
にあるTuxedoサンプルを実行します。
simpapp
サンプルの作業用コピーを作成します。インストールされているTuxedoからTuxedo CORBA simpapp
サンプルをコピーし、作業用のsimpapp
ディレクトリに格納します。 simpapp
ディレクトリへ移動します。 set %TUXDIR%
を実行します。Unixの場合は、$TUXDIR/tux.env
を実行してTuxedo環境を設定する必要があります。 PATH
に含まれていることを確認します。 JAVA_HOME
環境変数をTuxedo Java JDKの場所に設定します。 runme
スクリプトを実行して環境を設定します。CORBAオブジェクト操作のプログラミング・インタフェースを提供するクライアント・スタブが作成されます。作業ディレクトリの中に、Tuxedo環境の構成に使用するファイルが格納されたresults
ディレクトリが作成されます。 作業用のTuxedo simpapp
ディレクトリで、次の手順に従ってUBB構成を変更します。
results/ubb
ファイルの名前をresults/ubbdomain
に変更します。 ubbdomain
ファイルを編集します。 *SERVERS
セクションにTuxedoゲートウェイ・サーバーを追加します。 例:次のサーバーを追加します。
ubbdomain
ファイルを保存します。 例3-1は、変更後のubbdomain
ファイルの例です。変更されたセクションは太字で示されています。
例3-1 変更後のUBBファイル
作業用のTuxedo simpapp
ディレクトリで、次の手順に従ってドメイン構成を作成します。
DMCONFIG
のサンプル・コードを切り取り、エディタに貼り付けることです。 <>
で囲まれたすべての項目を使用している環境の情報に置き換えます。 例3-2 dmconfigファイル
DMCONFIG
という名前を付けて作業用のsimpapp/results
ディレクトリに保存します。 次の手順に従ってTuxedo構成を確認します。
simpapp/results
ディレクトリに移動します。 setenv
スクリプトを使用して環境を設定します。 ubbdomain
ファイルをロードします。 DMCONFIG
ファイルをロードします。 viやノート帳などのテキスト・エディタを使用して、接続プール記述子を削除し、trans-attributeを更新します。例3-3は、WLEC simpapp
サンプルのejb-jar.xml
で、IIOP接続プール記述子の参照を削除する方法を示したサンプル・コードです。このサンプルでは、
env-entry
属性を削除します。 container-transaction
のtrans-attribute
をSupports
に設定します。サンプルにはトランザクションがないため、container-transaction
をRequired
にすることはできません。 例3-3 CORBAサーバー・アプリケーションのサンプルXML構成ファイル
移行したアプリケーションのWebLogic環境へのコンパイルとデプロイを容易にするために、build.xml
ファイルを以下に示します。build.xml
ファイルの内容を例3-4に示すコードに置き換えます。
例3-4 更新後のbuild.xmlファイル
例3-5は、wlec/ejb/simpapp
サンプルのConverterBean.javaファイルを変更し、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用してTuxedoと相互運用する方法を示したサンプル・コードです。
new code
のように強調表示されています。 //
を使用して// old code
のようにコメント・アウトされています。 例3-5 変更後のConverterBean.javaファイル
以下の項では、WebLogic Serverと変更済みのWLECアプリケーションを接続するようにWebLogic Tuxedo Connectorを構成する方法を説明します。
WebLogic Server管理コンソールを使用して、WTCサービスを作成および構成するには:
新しいWTCサービスがWTCサーバーのリストに表示されます。
注意: ローカル・アクセス・ポイントのネットワーク・アドレスを構成する場合、使用するポート番号は、他のプロセスに割り当てられたポート番号とは異なる必要があります。たとえば、WebLogic Serverのリスニング・ポートが |
ローカルTuxedoアクセス・ポイントを構成するには:
examples
と入力します。 //my_WLS_machine:5678
。 リモートTuxedoアクセス・ポイントを構成するには:
//my_TUX_machine:5678
。 インポートされたサービスを構成するには:
//simpapp
と入力します。 //
domain_id
を入力します。domain_id
は、Tuxedo UBBCONFIG
ファイルで指定されたDOMAINID
です。このCORBAドメインの一意の識別子の最大長は、//
を含めて15文字です。たとえば、//simpappff
。 simpapp
サンプルを実行するには、次の手順を実行します。
simpapp
サンプルに移動します。 simpapp
サンプルに移動します。 注意: Windows NTまたは2000システムでは、 |
simple.idl
ファイルをTuxedo CORBA simpapp
サンプルからWebLogic Server WLEC simpapp
サンプルにコピーします。 wlec_simpapp_corba.jar
ファイルをビルドします。 Javaアプリケーションは次のような出力を生成します。
サンプルの実行中に問題が発生する場合は、WTCのトレース機能を使用します。『Oracle WebLogic Server Tuxedo Connector管理ガイド』のWebLogic Tuxedo Connectorのトラブルシューティングに関する項を参照してください。
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